
い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対
！

☆
プ
ー
チ
ン
よ
、
殺
戮
と
破
壊
を
や
め
よ

さ

つ

り

く

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
今
日
で
約
５
０
日
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
か
な
る
戦
争
に
も
軍
事
支
援
に
も
反
対
で
す
。

こ
の
戦
争
で
な
さ
れ
て
い
る
蛮
行

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
今
日
も
、
何
の
罪
も
な
い
幼
子
、
母
親
、
病
人
、
身
体
障
害
者
、
老
人
た

ち
を
含
む
民
間
人
が
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

「
国
際
法
違
反
」
な
ど
と
い
う
レ
ベ
ル
を
遙
か
に
超
え
た
戦
争
犯
罪
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
そ
し
て
、
軍
事
施
設
と
関
係
の
無
い
民
間
の
建
物
、
「
子
ど
も
た
ち
」
と
地
上
に
書
か
れ
た

民
間
の
劇
場
ま
で
も
爆
撃
さ
れ
、
何
百
人
も
の
子
供
た
ち
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

侵
略
戦
争
は
嘘
を
つ
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

◆
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
大
人
が
自
国
の
子
供
に
対
し
て
「
ロ
シ
ア
は
子
供
や
民
間
人
を

殺
し
て
い
な
い
し
、
民
間
の
家
も
攻
撃
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
説
明
す
る
場
面
が
流
れ
ま
し
た
。

◆
ロ
シ
ア
は
こ
の
軍
事
侵
攻
を
「
戦
争
」
と
言
わ
ず
「
特
殊
作
戦
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
民
間

の
家
の
攻
撃
や
民
間
人
の
殺
害
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
作
自
演
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
公
共
テ
レ
ビ
の
放
送
中
、
突
然
女
性
職
員
が
「
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ(

宣
伝
）
に
だ

ま
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
人
は
戦
争
に
反
対
！
」
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
て

画
面
に
現
れ
、
全
世
界
に
流
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
真
実
で
し
ょ
う
。

し
か
し
い
ま
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
支
持
率

％
超
と
い
い
ま
す
か
ら
驚
き
ま
す
。

80

日
本
、
そ
し
て
私
た
ち
の
な
す
べ
き
こ
と

◆
一
方
日
本
で
は
、
こ
の
戦
争
に
便
乗
し
た
軍
備
増
強
論
、
核
兵
器
共
有
論
（
安
倍
元
首
相
）

が
頭
を
も
た
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
争
放
棄
を
謳
っ
た
憲
法
九
条
と
非
核
三
原
則
に
真

っ
向
か
ら
反
す
る
極
め
て
危
険
な
主
張
で
す
。

◆
先
頃
、
自
衛
隊
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
ア
メ
リ
カ
軍
用
機

で
送
ら
れ
ま
し
た
。
一
見
民
間
の
人
々
を
守
る
非
軍
事
物
資
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
れ

に
先
だ
っ
て
岸
防
衛
相
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
防
衛
相
の
テ
レ
ビ
会
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
軍
事
支
援
に
回
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。(

新
聞
「
朝
雲
」
３
・
２
４
付
記
事
「
自

衛
隊
装
備
品
を
輸
送
」
）

◆
こ
の
よ
う
に
、
一
見
人
道
支
援
の
よ
う
に
見
え
る
行
動
が
軍
事
支
援
へ
の
既
成
路
線
作
り
に

つ
な
が
る
可
能
性
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
日
本
が
今
な
す
べ
き
は
、
戦
争
を
放
棄
し
た
国
と
し
て
、
い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対
し
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
に
即
時
停
戦
を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
個
人
の
カ
ン

パ
す
ら
も
軍
事
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
〇
二
二
年
四
月
十
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
６
２
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
前
文
よ
り

〔
平
和
的
生
存
権
〕

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に

ま
ぬ

生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

憲
法
第
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
・
交
戦
権
の
否
認
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。


